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AIによって科学的発見と技術開発のコストが激減

価値の源泉が変化：
「誰の何の問題を解くのか」という問いが価値の源泉に

問題設定の変化

AIが発見コストを下げるほど

「誰の何を解くか？」
が中核的な競争優位要因になる

認識論的多様性

誰がチームにいるかが

どの問題が見えるかを決定する

D&Iの再定義

D&Iは公平性の問題ではなく

競争の核心そのもの

Epistemic Diversity 新たな価値の源泉の出現



D&I/Epistemic Diversityとイノベーションを結ぶ4つのメカニズム



均質性が生む系統的エラー

事例 均質性の問題 インパクト

パルスオキシメーター 主に白人被験者でキャリブレーション 黒人患者に3倍の「見えない低酸素症」

（”Racial Bias in Pulse Oximetry Measurement”, 
New England Journal of Medicine, Dec. 17, 2020）

音声認識AI 男性の発話データに偏った訓練 女性の声の認識精度が70%、

誤認識率2〜3倍
（Tatman, R., “Gender and Dialect Bias in YouTube’s 
Automatic Caption”, Proceedings of the First 

Workshop on Ethics in Natural Language Processing, 
p53-59, Valencia, Spain, 2017 by ACL）

皮膚科診断AI 訓練データの75%以上が白人の皮膚画像 有色人種で有意に高い偽陰性率

70kgの白人男性 20世紀後半まで臨床試験のデフォルト被験者 FDAが撤回した10薬物のうち8つが女性に重篤な副作用



ユニコーン創出：「誰の問題が見えるか」が市場を決める



AI駆動科学の時代：ボトルネックの移動とD&Iの価値転換



https://forbesjapan.com/articles/detail/94670https://www.forbes.com/sites/josipamajic/2026/03/26/why-ai-is-

making-neurodivergent-talent-the-most-valuable-hire-in-tech/

神経多様性人材の競争的優位性



https://forbesjapan.com/articles/detail/94670



https://jobs.lever.co/palantir/61eaa54c-e1b7-4064-afad-f7df3d48d652



D&Iを建築に実装する

「どこもやっている」D&Iを超えるもの

評価軸 一般的な設計 本拠点の提案

D&Iの定義 法律・福祉・チェックリスト準拠（コスト） イノベーションを生む空間性能（投資）

設計プロセス 健常者が設計 → アクセシビリティを後から追加 リードユーザーとの協働で問題を発見 → 設計が始まる

エレベーター 音声アナウンス（どのBOXか不明のまま） BOX識別の空間的解決策と設計根拠の提示

音環境 騒音レベル・残響時間の基準値への準拠 視覚障害者の移動可能性・Neurodiversityの思考可能性を根拠
として提示

Case Study 1

Case Study 2



建築の盲点：設計者の均質性が問題の認識可能性を制約する

エレベーターホール「どのBOXか」問題

現状：チャイムが鳴り「扉が開きます」と告げる。しかし視覚障がいのあるユ

ーザーはどのBOXが開いたか判断できない。
実は目が見える人も、エレベーターのランプなどを探して確認しないといけな
い。

技術的解法は存在する：指向性音響・床面振動・超指向性スピーカー・
Bluetooth連携。しかし世界のどの建築標準にも組み込まれていない。

構造的理由：目が見える設計者には「見れば分かる」空間。
問題の存在自体に気がついていない状態。

音環境の問題：視覚障がい ＋ Neurodiversity

視覚障がい者：周囲の音環境や白杖の反響音・環境音の方向で空間

を把握する。BGM・案内音声・反響が重なると「身動きが取れなくなる」（
安全性の問題）。

Neurodiversity：ASD傾向・HSPを持つ人は複数音が重なる環境
で「思考が停止する」——意志力の問題ではなく神経学的現象。

一部の公共空間では、建築的に先進的・美しいが、BGMなどの環境音が
大きすぎて、音による空間把握に依存する人間には非常に使いにくい空間
となっているケースもある。

健常者の多くにとっても、騒音で不快なレベル。

Case Study 1 Case Study 2
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